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The certificate awarding ceremony of the HSE 
Education Program was held on September 30, 2010.
Participants of IDRiM 2010
(University of Natural Resources and 
Applied Life Sciences (BOKU), Vienna, 















































































特 化 した 上で,15コマ の講 義を実 施 しました 。小林 潔 司教
授,文 世一教授(経 済 学研究科),松島格也教 授,金広 文准教
授,吉 田護助教 千田祐 一郎 氏(京都大 学)に力口えて,UTCか
らMaiHaiDang教授,ベ トナム統 計局か らBuiTinh氏,価
値 総合研 究所 から山崎清 氏を講 師として迎 えた上で,ベ トナ
ムの 地域産 業統計 の状況やCGEモ デルの基 礎的構 造など合



























を進めてい る舗装管 理システムの社会 実装を 図るため,ベ ト
ナムの道路 管理 実務者を集 めた 実務者会 議を開 催しました。
ベ トナム 運輸省 か らNgoThinhDuc副大 臣をお招 きした上
で ベ トナムにおける道路 管理 の現状 と課 題の共 有化を 図る
と共 に,今後の 継続的な協力 関係を確認 しました。
会 議では,TranDacSu教授(UTC総長)が開会 の辞を述
べ ると共 に,NgoThinhDuc氏がベ トナムの道 路管理 の実
情 について,長 瀬利雄氏(JICAベトナム事務所次長)がJIGA
のベ トナム における取り組み につ いて説明 を行い ました 。続
いて,本 会議 の趣 旨説明 を小 林潔 司教授 が行 い,日本,韓 国
合 わせて3名 の実務者 が道路 管理の取 り組み につ いて紹介 し
ました。ベ トナムで普及 している道路管理 システムの問題点や
データの欠 陥が指摘 されると同時 に,既存システムと互換性
を保ちな がら新たなシステムを 導入するプ ロセスについて詳
細 な議論 が行 われま した。最後 に,京都大 学,UTC,JICA,
ベ トナム運 輸省(MinistryofTransport),ベトナム道路 管理
局(DirectorateforRoadofVietnam)の間で今後も協力






















































































































































































































































































































ものの 日々の生活に欠 かすことができず 都市内








































































































































自然資源 ・応用生命科学大学(BOKU)オー ス トリア ウィーン
去 る2010年9月1日 ～4日 に 国際 総 合 防災 学 会
(IDRIMSoslety)の第一回年次字術 講演会かオース トリ











際 的機関の協 力の下に設立 されました。
学 術講演 会の 目的は 様々な社 会 経済 文化 的な]ン
テ クス トの下 での総 合防災 に関わる経 験や 知見 を共 有す
る ことて した 。
合 計で80名 以 上の 参力口者 か集ま り50件 以 上の発 表
が あ りま した。発表 の内容 も 経済 的影響 や リスクファ
イナンス 貧 困問題 防災教育 情報 システム そ して実 践
適 応科学(lmplementatlonSclence)なと多岐 にわた
るものとなりました。HSEプロクラムか らも8名 の 教員と
1名のポス トク研究員 か参力口し研 究発 表を行 うとともに
HSEコースを履修 する学生 も3名 か参加 しHSEコ ース
て行 っている各 自の研究成 果を発表 しま した。
会 議はBOKUのMartlnGerzabek学長 京都大学 防災
研 究所 の岡田憲 夫所 長 また 今回の会 場校 責任 者である
HansPeterNachtnebel教非受の挨拶か ら始 まり 続い
て地 震 水害 地 滑 り 津波 など様々 な災害 のリスク評価
とそ の対応策 につ いての 発表 が 様 々なハッククラウン ド
を持 つ研究者 らか らなされ ました。
他 にも 自然災 害 と産 業 災害 の複合 的 なリスクを取 り
扱 うNATECHと呼 はれる研究分 野の成果 についてのスペ
シャルセ ッシ ョンや 実 装可能 な防災技 術の データベース
を 構 築 する 国際 プ ロジ ェク トであ るDRH(Dlsaster
ReductlonHyperbase)プロシェク トの 報告を行 うスペ
シャルセ ッションな と 多様 な研究領 域か らの発 表が あり
ました 。日本か らは国 際重 要イ ンフラのガバ ナンス戦 略
に関する一連 の研究 成果 が報告され そ の研究 をHSEプ
ロクラム において行 って いる学 生もその 成果 と今後 の展
望 について報 告を しま した。またHSEプ ロ クラムの1つ
の 拠点であ るム ンバイにて行われているプロジェクトの成
果 につ い て 拠 点 担 当 の協 力 研 究 者 であ る イ ン ドの
SchoolofPlannlng&ArchltectureのMlsra名誉教 授
及 びSamaddar†専士(GCOE特 定研 究員)よ り報告 かな
され ました。
会 議の最 後 に開催され た学会 員の総 会て は 学 会の 役
員 と会 長か 選出さ れ 京都大 学防災 研究 所の岡 田憲夫 教
授 が初代会 長に選 出さ れました。
(京都大学防災研究所 教授 多 々 納 裕 一)
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